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Abstract
・⼤マゼラン雲の30Doradus星形成領域の中⼼に位置する、新しく形成された⼤質量星団であるR136のコアの、

最もシャープで最も深い近⾚外測光観測。
・⽬的

(1) R136のコア部分の分解された天体のサンプル数を増やす。
(2) 最初のエポック（J&K）と⽐較して、2つのエポック（H:1658個＆K:2528個）

の間で検出された共通の天体（1499個）の特性を探る。
Observations
・Very Large Telescope (VLT) / The Spectro-Polarimetric High-contrast 

Exoplanet REsearch (SPHERE) / 
InfraRed Dual-band Imager and Spectrograph (IRDIS)

・H & K-bandpass filter (table 1 & 2)
・FOV : 10.8” x 12.1” (= 2.7 x 3.0 pc @ central core of R136)
・Natural seeing ~ 0.69” & 0.58” (K & H)

Results
・Figure 1 : 今回のイメージ。HSTのイメージ（Fig.2）と⽐較しても今回のほうが良好。

Photometry
・Data analysis : SPHERE pipeline package
・Final image : Starfinder package implemented in IDL (AOの解析に最適化）
・FWHM of PSF : 58.8 & 63.7 mas (H & K-band) ---> 1658 & 2528個
・S/N > 平均的な2sigma sky (Fig.3)
・2sigmaより⼩さい天体は、コアから離れたskyが暗いところにある天体
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・質量範囲10-300MsunのMFスロープは質量範囲3-300Msunよりも0.3dexほど急。
・内側の領域のMFの傾きは、異なる質量範囲で外側の領域よりもshallow。
・外側の領域 (r>3") で検出された天体の⼤部分 (67%) は、1〜2Myrの進化モデルとは⼀致せず、extinctionもクラスターの

平均値と同程度であることから、30Dorでは現在も星形成が続いていることが⽰唆される。

・今後さらなる⾼分解能の近⾚外観測により、星の分離、数を増やすことが必要である。

Figure 3

Color-Magnitude Diagram (CMD)
・⾚、⻩、⻘= 1、1.5、2Myrのisochrone

(@DM=18.49、𝐴𝐾=0.35、𝐸(𝐻 - 𝐾)=0.1)
・外側の領域のmain sequenceやpre-main sequenceの

に⼤きなばらつき。
・原因：observational confusion (⾒た⽬のconfusion

やvariables), 測光エラー, 減光, 年齢幅, warm 
circumstellar matterや30Dor内の進⾏中の星形成によ
るcolor excessなどなど。

・Pre-main sequenceは星周円盤やアウトフローなどに
よるさらなる減光も。

・30Dor内で減光量に空間的な差も。（1.3 < Av < 2.1。
De Marchi+2011）

Conclusions
・1499個の76%が0.2 “よりも近いvisual companion。これは1st. epochで⾒つかった値よりも⾼い。(Khorrami+2017)
・新たに検出された天体の約71%は、クラスターの外側の領域（𝑟>3"）に位置する。
・分光データのある49天体から、extinctionを⾒積もり。→ AH=0.45mag, AK=0.35mag
・クラスターの内側（r<3“）と外側（r>3”）における1, 1.5, 2 MyrのMFスロープを計算。
・ΓNCとΓCCで⽰される、補正前後のMFの傾きを⽐較することで、補完性の効果を確認。
・Γ1Myr = -0.93±0.08, Γ1.5Myr = -0.98±0.09は、1st. epockの測光解析から得られた値と⼀致。

（@whole FOV, 3-300Msun, Γ1Myr = -0.90±0.13, Γ1.5Myr = -0.98±0.18）
・High-massレンジ（10-300Msun）ではSalpeterの値 (α=2.35) に近い値。 (Γ1.5Myr=-1.26±0.01, Γ2Myr=-1.34±0.03)

・質量範囲10-300MsunのMFスロープは質量範囲3-300Msunよりも0.3dexほど急。
・内側の領域のMFの傾きは、異なる質量範囲で外側の領域よりもshallow。
・中⼼付近では明るい星のコンタミのために正確性は⽋ける。
・外側の領域 (r>3") で検出された天体の⼤部分 (67%) は、1〜2Myrの進化モデルとは⼀致せず、extinctionもクラスターの

平均値と同程度であることから、30Dorでは現在も星形成が続いていることが⽰唆される。

・CMD, CCDの分散は、外側にあるmain & pre-main sequenceの測光誤差、または年齢の不確定さによるもの。
・さらに星周円盤やアウトフローによる減光の効果（影響）も。
・今後さらなる⾼分解能の近⾚外観測により、星の分離、数を増やすことが必要である。
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